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要旨 ： 本 研 究で は ， WEB ア ン ケートを用い て 夏期に おける窓の 意識や開放状況 に対す る調査を行 い 、得 られ

たデ
ー

タを次世代基準の 省エ ネル ギー
区分に 分類 し、比 較を行っ た。そ の 結果か ら以 下 の 知 見 を得 た。

1）各地域の
一

日の 窓の 開放時間の 平 均 は IV地 域が 9．4 時 間 と最も長く、1 地域が 6．8 時間と最も短か っ た 。

2）意識に対する項目で は地域差が比較的大 き く現れ る項 目とそれ ほ ど大 きな差が現れない 項目が ある こ とが

わ か っ た。

キーワード ：窓、意識、重 要度 、期待度、 地域差

　　　　　　　　　 1．は じめ に

　住まい にとっ て 窓 は 重 要な存在 で ある。通風、採光、換

気な どの 機 能 的な 要 素 だ けで な く，景 色 の 変化 を知 らせ る、

開放感を与える、外 との つ なが りをっ くるとい っ た 心 理的な

効果を持ち，居住者 の 意識や 行動 と深 く関 わ っ て い る。

　 窓 の 心 理 的な効 果 に 関 す る研 究 とし て は 、渡 辺 ら

（1973）の 窓 の 形 と大 きさと窓 か ら見 える景色に っ い て の 研

究 や 乾ら （1972）の 開放感 に 関する研究などがある。またよ

り包括的な研究として松 原 ら（2000）は 天 空 比 や 天 空 率 の

物理 環境項 目とア ン ケ
ー

トを用 い た 居 住者 の 持つ 窓 に 対

す る要求 の 調 査を行 い 、因子分析 の 結果 か ら「外 界との

心 理 的つ な が り」因子 が 居住者 の 意識 の 中に 潜在的な要

素として あるとい う結果 を得 て い る。

　窓 と居住者 の 意識や行動 に 関 す る研 究 として は，松 原

ら（2003）が 温 暖 地 に お ける住宅居住者 の 窓の 開放 の 意識

や行動 に っ い て調 査 を行 い 、温暖地で は窓を積極的 に利

用 した開放的な生 活 様式 で あっ た とい う結果 を得て い る。

亀 之 園 ら（2004）は 1 地 域 と IV 地域に対して 窓 に対す る意

識や行動 に 関す る配 布 回 収方式 の アン ケート調 査 と全 国

を対象とした WEB ア ン ケ
ー

ト調査を行い 、1地 域 とiv地 域

で は意 識 や 要 求 に 地 域差 が あるとい う結果 を得た
。 また鈴

木 ら（1995）は、札幌、京都、那覇 の 暖冷房使用 に 関する意

識 と住 まい 方 の 調査 の 中で 、通 風 利用 の ため の 窓開放 の

障害 に つ い て各 地 域 によっ て違 い が あ るこ とを 示 して い る。

久 保 田 ら（2007）は 、イン ドネシ ア の 住宅 で の 窓開放 の 実

態 に つ い て報告してい る。

　本 研 究 で は 、亀 之 園ら（2004）の WEB ア ン ケート調査 の

デ ー
タを 再 分 析 し、こ れ まで 比 較 を行 っ て い な か っ た 1 地

域 と IV 地域以外の 地域も対象 として、窓 に対 す る意 識 や

行 動 の 地 域差 に つ い て 考察す るこ とを 目的とする。尚、今
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回 は 夏期調査の 結果を報告する。

　　　　　　　　　　2 ．方法

　大手 プ レ ハ ブメーカー
の
一

戸 建て ・持家住宅の 居住者

を対象に 窓 に 関す るア ン ケート調査を行 っ た。調査方 法

はイン ターネッ トを利 用 した WEB ア ン ケ
ートに よる。調 査 期

間 は 夏期 の 2003年 8 月 である。ア ン ケ
ートで は 、「窓 の 開

放の 仕方」、「窓 に 対する期待 の 程度 1、「窓 に 対す る重 要

さの 程度 」、「夏期 に 窓 を閉 じて 生 活 するこ との 抵抗感 」に

っ い て 調査を行 っ た。「窓 の 開放 の 仕方 」で は 「窓 は 、 家

族の 集 まる部 屋 の 最も良く開 け 閉め す る窓 につ い て お 聞

か せ くだ さい 」とい う教 示 を与えた。また 「窓 に 対する期待

の 程度」、「窓 に対する重 要 さの 程度」、「夏期 に窓を閉 じ

て生 活 す ることの 抵抗感 」で は 4段階の 順序尺度を用 い て

回 答を求 め た。以 下 の 論文 中で は 期待 の 程度 を 「期待

度 」、電要 さの 程度 を 「重 要度 」、次世 代 省 エ ネ ル ギー基

準の 地域区分を「地 域」とする。

　ア ン ケートの 集計
・解析 に は 統計解析 ソフ ト SPSS　for

Windows 　Version11．5」を使 用 した。

　　　　　　　　　　3 ．結果

　有 効 回 答者数 は 告知メ
ー

ル 数 18138 に 対して ユ580 名

（回 答率 8．7％）で あっ た。回 答 者 を次 世 代 省 エ ネ ル ギー地

域区分 に従っ て 地 域 を分類 した 。 回 答者 の 属 性 を Table．1

に 示 す。回 答者の 年齢は 30代か ら50代 が 多く、平均年齢

は 43歳 で あっ た。回 答者 の 男性 の 割合 は 75．2％と高い 割

合 であっ た。 今回 の 調査で は V夏 地域 の 回答数が 極端 に

少ない 為 に除外して 分析を行 っ た。

　　　　　　 3 ，1 ，窓 の 開放 の 仕方

　Fig．1 に各 地域の
一

日の 窓 の 開 放時 間 の 平 均 を示 す。

全 地 域 の
一

日の 窓の 開放時間の 平均 は 8．0 時間で あり、

各地 域 の 平 均 は、1地 域 が 6．8 時間、II地域 が 7．0 時間、

III地域が 8．9 時間、IV 地域 が 9．4 時間、V 地域 が 8．2 時

間で あっ た。1 地域 と II地 域 は他 の 地 域 と比 べ て短 く、IV

地 域が 最も長い 結果 とな っ た。

Fig．2 に窓 の 開け具合の 程度を示 す。『窓 の 開け 具 合』に

対 して、ほ とん どの 回 答者 が 窓を 開 け てお り、「全開 に して

い ることが 多い 」とし た 回 答者 は 、1 地 域 が 20％、II地 域が

46％、III地 域 が 52％、　IV地 域 が 58％、　V 地 域 が 65％であ っ た。

寒冷 地 か ら温 暖 地 に な るに従 い 、「全開 に して い ることが

多い 」とい う回 答者が増加する傾向に ありJ 地域とV 地域

で は 顕著な差が 見 られ た。

Table．l　Subject’s　Summaly
’

エ ネ ル 　 ー地 域 区 分
合 計夏 期

1 闘 田 苴VVV1
回　 数 20249214053721580

回答者 性 別 舅性 の割 合 80．O  79．2％ 81．5覧 74．7覧 75．7監 50、0％ 75．2覧
回答者 年 齢 平 均 （才） 41464446453543
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　　　　　　 3 ．2 ．窓 に 対す る期待度

　Fig．3、　Fig．4、　Fig．5、
　Fig，6に 窓に 対 する期待度 の 各項

目を 示 す。『風 をとお す こと』を「強く期待する亅回答者 は 、

1地 域が 80％、II地 域 が 79％、　IH地 域 が 62％、　IV地 域 が 73％、

V 地域 が 78％で あり、III地域が 他 の 地域と比 べ て 少ない 結

果 となっ た。『空 気 を入 れ 替 えること』を 「強 く期 待 す る」回

答者 は、1地 域が 75％、II地 域が 63％、　III地 域 が 68％、　IV

地 域 が 68％、V 地域が 78％で あり、
1地域とV 地域が他 の 地

域と比 べ て多い 結果 となっ た 。 『気分転換 をす るこ と』を

「強く期 待す る亅回 答者 は、1地域 が 10％、II地域が 8％、　m

地域 が 7％、IV 地域 が 10％、　V 地域 が 8％で あり、地 域間で

あまり大きな差が 見られ なか っ た。また 「まっ た く期待 しな

い 」回 答 者 は、1地 域 が 10％、II地 域が 21％、　III地域が 16％、

IV 地 域が 17％、　V 地 域 が 14％で あり、II地 域 が他 の 地 域 と

比 べ て 多い 結果となっ た。『外との つ なが りをつ くること』を

「強く期待する」回答者 は 1地 域 が 15％、II地域が 17％、
　IH

地域が 13％、IV 地 域が 17％、　V 地 域が 19％で あり、地域間

で あま り大きな差 が 見 られ なか っ た。 また 「まっ たく期待 し

ない 」回 答者 は、1 地域が 30％、II地域 が 25％、　III地域 が

22％、　IV地 域が 20％、　V 地 域 が 16％で あっ た。寒 冷 地 か ら温

暖 地 にな るに従 い 、減 少 す る傾 向 が 見 られ た。
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　　　　　　 3 ．3．窓に 対す る 重要度

　Fig．7、　Fig．8、　Fig．9、　Fig．10 に窓 に 対する重 要度 の 各項

目を示 す。『風を通ること』を「非常 に 重要」と考える回答者

は、【地域が 50％、II地域 が 79％、　III地 域が 68％、　IV地 域が

80％、V 地域が 78％で あ り、1地域とIII地域が他の 地域と比

べ て 少 ない 結果となっ た。『十分な換気がで きること』を「非

常 に重 要」と考 える回 答者 は、1地域が 40％、II地 域が 71％
、

III地 域 が 70％、　IV地 域が 74％、　V 地域が 84％で あり、1地域

が 他地域と比 べ て 少なく、V 地域 が他地域 と比 べ て 多か っ

た。『雰囲気が 明るくなるこ と』を「非常 に 重要」と考え る 回

答者は、1地域 が 45％、II地域 が 50％、　III地 域 が 55％、　IV 地

域が 58％、V 地域が 70％であ っ た、地域が 寒冷地 か ら温 暖

地 に なるほ ど増加 す る傾 向 に あり、1地 域と V 地 域 で は顕

著な 差が 見られ た 。 『清潔感 が 生 じるこ と』を 「非常に 重要 」

と考 える回 答者 は、1地 域 が 35％、II地 域 が 54％、　III地 域 が

5〔既、　IV 地 域が 51％、　V 地 域が 68％で あり、1地 域 が 他 の 地

域と比 べ て 少なく、V 地域で は 多か っ た。

　重要度に 関わる全て の 項 目で 他 の 地域と比 べ て 1地域

は 「非常 に 重 要 」の 回答者が最も少 ない 結果 となっ た。ま

た V 地 域 は 「非 常 に重 要 亅の 回 答 者 が 多い 結果 とな っ た。

　 3 ．4 ．夏期 に 窓を閉 じて 生活す る こ との 抵抗感

　Fig．11 に 夏期 に 窓 を 閉 じ て 生活 す る こ との 抵抗感を

示す。『夏期に 窓を閉じて 生 活すること』を「非常 に抵抗 が

ある」と考える回 答者 は、1 地 域が 20％、II地 域 が 25％、　III

地域が 34％、IV 地域が 29％、　V 地域が 19％で あり、III地域

が 他の 地域と比 べ て多か っ た 。 また 「まっ た く抵抗 がな い 」

と考える回 答者 は、1地域が 15％、Il地域が 13％、　III地域が

15％、IV 地域 が 13％、　V 地域 が 16％で あり、地域間に あまり

大 きな 差が 見られ なか っ た。

　　　　　　　　　 4 ．まとめ

　本 研 究 で は、夏期 に お け る WEB ア ン ケートの 結 果 か ら

地域を比 較した 。 得 られ た知 見 を以 下 に示 す 。

1．各地域 の
一

日の 窓 の 開放時間の 平均 は IV 地域が 9．4

時間で 最も長く、1地域 が 6．8 時間 と最も短か っ た。

2，意識 に 対する項 目で は、地 域差 が 比 較的 大 きく現 れ る

項 目 とそれ ほ ど大 きな 差が 現れ ない 項 口が あることが わ か

っ た。『十 分な換気が で きるこ と』の 重 要 度、『清潔感 が 生

じるこ と』の 重要度などの 項 目で は 、比 較的大きな差 が 見

られ、『気分転換をす ること』の 期待度 、『外 との っ なが りを

つ くるこ と』の 期待度 な どの 項 目で は そ れ ほ ど大 きな 差 は

見 られ なか っ た。

　今後 は さらに 冬期 の WEB ア ン ケ
ー

ト調 査で 得 られ たデ

ー
タの 分析を進 め、夏期と冬期を合わせ た全 地域 にっ い

ての 考察 を行 っ てい く必 要 が あ る。
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